
１．検証結果（福島トンネル）

１－１．自発光式ペースメーカー消灯・点灯別通過交通量効果（５分間比較）

１－２．自発光式ペースメーカー消灯・点灯別車両速度回復効果
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自発光式ペースメーカー設置個所で、点灯時（２００台/５分）は、消灯時（１８３台/５分）と

比較して約１０％通過交通量が増大しました。

点灯時の通過

交通量が

約10％増加

１００ｍ毎の平均旅行速度

別添資料－１

自発光式ペースメーカー点灯箇所より車両の進行方向において、点灯時の方が走

行速度の回復（未設置時平均４０ｋｍ／ｈ⇒設置点灯時平均４７ｋｍ／ｈ）が計られま

した。
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１００ｍ毎の平均旅行速度

H20 ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ非点灯

H24 ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ点灯

← 車両の進行方向 ペースメーカー設置区間 ← 車両の進行方向
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下記破線円内の車両速度の平均値

点灯：47ｋｍ/h

消灯：40ｋｍ/h

点灯時の回復速度が

約１８％増加


